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一般国道158号 （中部縦貫自動車道） 大野油坂道路（大野・大野東区間）における計画段階評価

１．福井県奥越地域の課題 ２．原因分析

３．政策目標

①災害時にも機能するネットワークの確保

②近隣の観光地との連絡性・周遊性を確保

③地域医療支援のため定時性・速達性の向上

①自然災害発生等による通行止めが観光・物流に影響

○北陸自動車道と東海北陸自動

車道を結ぶ当該道路において

福井県内唯一のミッシングリン

ク区間（図１）

○災害時等に北陸自動車・国道８

号が通行止めになると、関西・

中京圏との迂回路がなく、奥越

地域のみならず、県内の観光・

物流にも影響（図１）

③分娩医療施設・救急医療機関への
移動・搬送体制

○大野市和泉地域は分娩医療施

設（福井大学医学部付属病院）

や高次医療を担う最寄りの第

三次医療施設（福井県立

病院）までは１時間以上を

要する地域（図３）

②観光入込客数の落ち込み

○平成１３年度と比較して、奥越地域

の観光地においては観光入込客数

が減少しており、地域全体の観光産

業の伸び悩みが課題（図２）

いずみおおの

おくえつ

おくえつ

奥越地域

名古屋

北陸自動車道
・国道８号が
通行止め

ミッシングリンク
区間

図１ 広域リダンダンシー機能の確保

図３ 大野市役所和泉支所からの所要時間

（福井県観光客入込数より集計）
図２ 奥越地域の観光入込客数

67分

奥越地域
69分

大野市

勝山市

①北陸自動車道・国道８号の通行止
めが度々発生

○北陸自動車道の通行止めが毎年発生

（図４）

○平成23年1月31日～2月1日にかけて、

豪雪により、福井～ 関西・中京圏の動

脈が寸断（写真１）

②広域観光ルートが未形成

○奥越地域は関西・中京圏とのアクセス性

が低く、近隣の観光地と連携する広域観光

ルートが未形成（図５）

③定時制・速達性に課題

○分娩医療施設および第三次医療施

設とは約６０km離れており、現国道

１５８号は地形が急峻な地域を通

過するため、線形が厳しく移動・

搬送時間がかかる

おくえつ

写真１ 豪雪による停滞状況

図４ 北陸道の通行止め発生状況

北陸自動車道の停滞状況
H23.2.1 日刊県民福井新聞

図５ 奥越地域及び周辺の観光施設

広域観光ルート
が未形成

おくえつ

約30万人減少
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一般国道158号 中部縦貫自動車道 大野油坂道路（大野・大野東区間）における計画段階評価

４．対策案の検討

評価軸 【案①】別線整備案 【案②】現道拡幅案

①災害時におけるリダンダンシー確保 ○ 高規格幹線道路整備により、リダンダンシーを確保 × 現道活用のため、リダンダンシーが未確保

②観光地間の連絡性・周遊性の向上
○ 主要な観光資源への定時制・周遊性を確保 ×

平面交差が９箇所あり、出入り制限が行われていないため、
定時制・周遊性に劣る

△ ＩＣで出入り制限されており、市内観光地への連絡性に劣る ○
出入り制限が行われていないことから市内観光地への連
絡性に優位

③分娩医療施設・救急医療機関への
速達性の向上

○

分娩医療施設
【現況】69分 → 【全線開通時】50分（19分短縮）

第三次医療施設
【現況】67分 → 【全線開通時】53分（14分短縮）

△

分娩医療施設
【現況】69分 → 【全線開通時】55分（14分短縮）

第三次医療施設
【現況】67分 → 【全線開通時】58分（ 9分短縮）

事業費 × 約205億円 ○ 約105億円

総合評価 ○ ×

対策方針：案①による対策が妥当

（参考）当該事業の経緯等
PI等の状況

地域の要望等

・路線名 ： 一般国道１５８号 大野油坂道路

・区間 ： 大野・大野東区間（大野市中津川～大野市下唯野）

・概略延長 ： ５．５km
・道路規格 ： １種４級
・標準車線数 ： 完成２車線
・設計速度 ： ６０km/h
・ルート（案） ： 図６, 案①のとおり

おおのあぶらさか

おおのひがし なかつがわ しもゆいのおおの

図６ 大野～大野東間における対策案検討

【案① 標準断面図】

土工部

【案② 標準断面図】 （単位：ｍ）

橋梁部（橋長50m未満） 橋梁部（橋長50m以上） 土工部（現道拡幅）

案①

案②

H25.10

H26.1

H26.8
H26.9

：

：

：
：

福井県知事が国土交通大臣に未事業化区間（大野・大野東間）の早期事業化を
要望
福井県知事が国土交通副大臣に未事業化区間（大野・大野東間）の早期事業
化を要望
福井市長が国土交通副大臣に未事業化区間の早期事業化を要望
福井県知事が国土交通副大臣に未事業化区間（大野・大野東間）の早期事業
化を要望

H26.11 ： 福井県知事が国土交通副大臣に未事業化区間（大野・大野東間）の早期事業
化を要望

H27.2 ： 福井県知事が国土交通大臣に未事業化区間（大野・大野東間）の早期事業化を
要望

おおの おおの

土工部（新設ＢＰ）

H16.12月 ： 概ねのルート帯及び計画概要を提示
H17.  2月～3月 ： アンケート調査を実施
H17.12月 ： アンケート調査結果を公表し、概ねのルート帯を確認
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一般国道１６１号 湖西道路（真野～坂本北）における計画段階評価

３．政策目標

①湖西道路の交通渋滞が地域の観光に影響

２．原因分析

○交通量が交通容量を超過しており坂本

北・仰木雄琴ＩＣ付近で、朝夕のピーク

時や休日に渋滞が発生（図３）

２車線

坂本北ＩＣ 真野ＩＣ下阪本ランプ 仰木雄琴ＩＣ

至

京
都
市

至

高
島
市

N
しもさかもと さかもときた おおぎおごと ま の

北行き

南行き

図４ 観光入込客数の伸び率

②多発する交通事故

③救急搬送のアクセス状況

○平成２０年と比較して、滋賀県内の他地

域の観光入込客数は増加傾向にあるが、

湖西地域では減少しており、地域観光の

伸び悩みが課題(図４)

○湖西道路の死傷事故率は２３件/億台㌔

と全国平均１１件/億台㌔の約２倍の水

準(図５)

① 交通容量確保による交通渋滞の解消

② 湖西道路における交通事故の減少

③ 観光目的交通、救急搬送などの定時性・速達性の確保

②交通渋滞が追突事故を誘発

○発生する事故のうち渋滞が要因と

考えられる追突事故が８割以上を占

める(図８)

○高い死傷事故率の改善には渋滞の

解消が必要

至 高島市

湖
西
道
路

15.8
km

西
大
津
バ
イ
パ
ス

11.0
km

湖西道路
(真野～
坂本北)

延長6.6km

志賀IC

和邇IC

真野IC

仰木雄琴IC

坂本北IC

下阪本ランプ

京都東IC

琵琶湖

大津IC・SA

大津
赤十字病院

雄琴温泉

対象区間

一般国道

主要地方道

一般県道

有料道路

主要渋滞箇所・渋滞区間

事故危険区間

凡 例

高速道路

主な観光施設

第三次救急医療施設

図１ 広域図

湖西道路（真野～坂本北）

２車線

西大津バイパス

２車線

③速達性の確保が困難な道路状況

○救急搬送において、湖西道路の

渋滞時は、追越しが危険であり、

立往生するリスクがあるため、リ

スクが少ない一般道路を選択

0.95

1.00 1.02

0.90
0.95
1.00
1.05
1.10

H20 H25
湖西地域

滋賀県
(湖西地域除く)

(対H20比)

図２ 位置図

259百台/12h

(混雑度：1.68)
192百台/12h

(混雑度：1.74)

坂本北IC付近の渋滞

H26.8.15撮影至 京都市

至 高島市

至 京都市 H26.8.15撮影

至 高島市

渋滞に巻き込まれる救急車両

休日 最大渋滞長 5,800ｍ (17時台)

平日 最大渋滞長 3,580ｍ ( 8時台)休日 最大渋滞長 3,660ｍ(11時台)

平日 最大渋滞長 1,440ｍ(18時台)

図８ 湖西道路の事故類型
※湖西道路事故類型

：滋賀県警提供資料(H26)より算出

：車両相互 追突

：車両相互 衝突・接触

：車両相互 その他

凡 例

にしおおつ

①交通容量の不足

○湖西道路の交通量は平成１７年８

月の無料開放、平成２５年６月の

西大津バイパス全線４車線開通に

より増加し交通容量を大幅に超過

(図７)

○渋滞による損失時間が、観光地の

滞在時間や立ち寄り箇所を抑制

※交通量：H6～H22 道路交通センサス
H26 12時間調査結果（H26.6.4)にH22センサス昼夜率を乗じて算出

※交通容量：H26 12時間調査結果（H26.6.4)より算出

図７ 交通量の推移

43

H6 H9 H11 H17 H22 H26

78 74

239
264

279

交通量
（百台/日）

湖西道路
無料開放

H17.8

西大津バイパス
全線4車線開通

H25.6

300

200

100

0

交通容量
160百台/日

交通容量を
大幅に超過

真野浜
水泳場

今宿浜水泳場

和邇浜
水泳場

新和邇浜水泳場

松ノ浦水泳場

図３ 交通渋滞状況

0 10 20 30 40 50 60

平日朝ピーク時

（7時～9時）

平日夕ピーク時

（17時～19時）

休日夕ピーク時

（17時～19時）

0 10 20 30 40 50 60

平日朝ピーク時

（7時～9時）

平日夕ピーク時

（17時～19時）

休日朝ピーク時

（9時～12時）

＜仰木雄琴IC(南行き)付近の旅行速度＞＜坂本北IC(北行き)付近の旅行速度＞

km/h km/h

1824

25

26
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藤尾南ランプ

0
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20

30

図５ 湖西道路の死傷事故率

(件/億台㌔)

湖西道路
(真野IC～坂本北IC)

※湖西道路事故率
：滋賀県警提供資料(H26)

より算出
※全国平均事故率

：Ｈ２５警察庁交通局資料
(高速道路事故件数)より算出

全国平均

11件/億台㌔

23件/億台㌔
全国平均の

約２倍

滋賀県

国道161号 湖西道路
(真野～坂本北)

○湖西道路が混雑する時間帯の救急搬送

は、混雑を避けて一般道路を利用(図６)

85％

追突事故

7.5％
7.5％

渋滞が要因と
考えられる追突事故が

８割以上

図６ 救急搬送ルート

真野IC

仰木
雄琴IC

坂本北IC

下阪本
ランプ

大津
赤十字病院

(真野～坂本北)

湖西道路混雑時の
救急搬送ルート

至

高
島
市

至

京
都
市

※大津市消防局ヒアリング結果

琵琶湖

通常時の
救急搬送ルート

和邇IC

救急
発生

湖西道路

びわ湖バレイ（スキー場）

※旅行速度：民間プローブデータ（H26） ※交通量：滋賀国道事務所調べ（H26.6.4）
※渋滞長：滋賀国道事務所調べ（平日 H26.6.4 休日 H26.8.24 H26.10.19）

１．湖西地域の課題

至 京都市

※大津市統計年鑑
滋賀県観光入込客統計調査書
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対応方針（案）：案①による対策が妥当

・路線名

・区間

・延長

・車線数

・設計速度

・ルート（案）

図８ 湖西地域における対策案検討

：一般国道１６１号（琵琶湖西縦貫道路） 湖西道路

：真野IC～坂本北IC

：６．６km

：４車線

：８０km/h

：図８,案①のとおり

（一般部）

（橋梁部）橋長50m未満

（橋梁部）橋長50m以上

４．対策案の検討

一般国道１６１号 湖西道路（真野～坂本北）における計画段階評価

【計画概要】

国 道

161
ROUTE

国 道

1
ROUTE

国 道

161
ROUTE

国 道

161
ROUTE

湖西道路

【案①】湖西道路４車線化整備

琵琶湖

草津市

大津市

【案②】現道拡幅整備

志賀バイパス

真野IC

坂本北IC

仰木雄琴IC

和邇IC

志賀IC

西大津バイパス

評価軸 【案①】湖西道路４車線化整備 【案②】現道拡幅整備

①交通渋滞の解消
（指標：所要時間）

○
湖西道路の交通容量が確保され交通渋滞が緩和
（所要時間）湖西道路 [現況] ９分→[整備後] ５分（４分短縮）

国道１６１号[現況]１６分→[整備後]１６分（変化なし）

△
現道の交通容量が確保され交通混雑が緩和
（所要時間）湖西道路 [現況] ９分→[整備後] ９分（変化なし）

国道１６１号[現況]１６分→[整備後]１４分（２分短縮）

②交通事故の減少
（指標：事故件数）

○
湖西道路の渋滞解消や現道交通量の減により事故件数が減少
（事故件数）湖西道路 [現況] １３件/年→[整備後] ９件/年（ ４件減少）

国道１６１号[現況]１１１件/年→[整備後]６６件/年（４５件減少）

△
現道の渋滞解消により事故件数は減少するが【案①】に比べ少効果は小さい
（事故件数）湖西道路 [現況] １３件/年→[整備後]１３件/年（ 変化なし ）

国道１６１号[現況]１１１件/年→[整備後]８５件/年（２６件減少）

③観光目的交通、救急搬送な
どの定時性・速達性の向上 ○ 湖西道路の交通混雑緩和により所要時間が短縮 △ 【案①】にくらべ所要時間の短縮効果が小さい

④沿道施設への利便性向上 △ 【案②】に比べ沿道施設へのアクセスの利便性の向上効果が小さい ○ 現道の交通混雑の緩和により沿道施設へのアクセスの利便性が向上

用地取得 ○ ４車線化に必要な用地を取得済み △ 新たに用地取得が必要（支障家屋数 約２００件）

事業費 ○ 約９０億円 × 約１３０億円

総合評価 ○ ×

20.5

3.0 7.07.01.75 1.75

3.5 3.5 3.5 3.5

19.5

3.0 7.07.0

3.5 3.5

1.25 1.25

3.5 3.5

20.5

3.0 7.07.01.75 1.75

3.5 3.5 3.5 3.5
21.75

6.5 0.750.75 6.5 2.53.0 1.75

3.25 3.253.25 3.25

（参考）当該事業の経緯等
道路の整備状況等

地域の要望等

・Ｓ４９. ７ 事業許可（事業着手）（現ＮＥＸＣＯ）

・Ｓ６１. ６ 暫定（２／４車）供用（延長：１３．０km；志賀IC～仰木雄琴IC）

・Ｈ １. ３ 暫定（２／４車）供用（延長： ２．８km；仰木雄琴IC～坂本北IC）

・Ｈ１７. ８ 無料解放（延長：１５．８km 国土交通省へ移管）

・Ｈ２５. ６ 西大津バイパスが全線４車線化完成

・Ｈ２５. ５ 滋賀県知事が国土交通省に早期整備を要望

・Ｈ２５. ７ 滋賀県が国土交通省に平成２６年度新規事業化を要望

・Ｈ２５.１１ 滋賀県知事が国土交通大臣に平成２６年度新規事業化を要望

・Ｈ２６. １ 滋賀県知事が国土交通副大臣に平成２６年度新規事業化を要望

・Ｈ２６. ５ 滋賀県知事が国土交通省に早期整備を要望

・Ｈ２６. ７ 滋賀県が国土交通省に早期整備を要望

・Ｈ２６. ８ 大津市長が国土交通省に早期事業化を要望

・Ｈ２６.１１ 滋賀県知事が国土交通大臣政務官に平成２７年度新規事業化を要望

・Ｈ２７. ２ 滋賀県知事、大津市が国土交通大臣政務官に新規事業化を要望

（現道拡幅整備）（湖西道路４車線化整備）

【案①】標準断面図 【案②】標準断面図
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○ 主要な観光地を繋ぐ国道178号・312号・
482号には、線形不良箇所及び浸水
箇所が多数存在しており、アクセス道路
として脆弱（図６）(写真③）

○ 並行する国道312号は、短距離
交通（約７割）と、中長距離交通
（約３割）が混在(図４)

内々交通
【41％】

外々交通
【3％】

内外交通
(隣接以外)

【24％】

内外交通
(隣接市町)
【32％】

○ 対象区間に並行する現道区間は、
事故危険箇所が３箇所（図１）

○ 死傷事故率は大宮森本～大宮峰山
間で98件/億台kmと京都府内平均
65件/億台kmの約1.5倍（図２）

一般国道312号 山陰近畿自動車道（大宮森本～網野）における計画段階評価

①交通の分散による国道312号の渋滞緩和

②安全性の高い道路への交通転換による走行安全性の向上

③災害危険箇所の解消による幹線道路の機能確保

３．政策目標

２．原因分析

①生活交通と観光交通の混在

③線形不良箇所等が多数存在

①国道312号の交通渋滞

１．丹後地域の課題

○ 山陰近畿自動車道（大宮
森本～網野）に並行する
現道区間に、主要渋滞箇所
が２箇所存在（図１）

○ 夏の海水浴シーズンなどに
海水浴場に向かう交通が
長岡大橋を先頭に渋滞して
おり、速度低下が著しい
（写真① ）

②多発する交通事故

③観光資源が活かされていない

○ 丹後地域付近は、「天橋立」や
「山陰海岸ジオパーク」が位置し、
豊富な観光資源が存在（図３）

○ 観光資源を繋ぐアクセス道路が
脆弱であるため、
豊富な観光資源
が十分活かされ
ていない

図１ 並行する現道区間の混雑時旅行速度

写真③ Ｈ16台風23号による浸水状況

図４ 国道312号（長岡大橋南付近）のOD分布：H17現況再現

京丹後市

与謝野町

宮津市

(仮)大宮峰山IC

与謝天橋立IC

(仮)網野IC

(仮)峰山弥栄IC

(仮)大宮森本IC

外々交通
３％

内外交通
(隣接市町)

32％

内々交通
41％

内外交通
(隣接以外)

24％

写真① 国道312号の混雑状況
（長岡大橋を先頭に渋滞する車列）

至 網野

伊根町

断面

至 宮津
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長
距
離
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〔
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３
割
〕

短距離交通
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与謝野町

与謝天橋立IC

20～30km/h

30～40km/h

0～20km/h

40～50km/h

50km/h以上
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(仮)網野IC

(仮)峰山弥栄IC

長
岡
大
橋

河
辺
千
丈
敷

周
枳

三
坂

谷
内

(仮)大宮峰山IC

(仮)大宮森本IC

主要渋滞箇所
事故危険箇所

(仮)大宮峰山IC

与謝天橋立IC

(仮)網野IC

京丹後市

与謝野町

伊根町

図３ 主要な観光地

兵庫県

京都府

(仮)大宮森本IC

宮津天橋立IC

宮津市
(仮)峰山弥栄IC
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海水浴場からの
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あまのはしだて

天橋立
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ゆうひがうら

夕日ヶ浦
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城崎温泉

主要な観光地
山陰海岸ジオパーク

山陰近畿自動車道

開通済区間

事業中区間

未事業化区間

一般国道

北近畿タンゴ鉄道

山陰近畿自動車道

開通済区間

事業中区間

未事業化区間

一般国道

山陰近畿自動車道

開通済区間

事業中区間

未事業化区間

一般国道

○ 渋滞や沿道商業施設への出入
りが原因と考えられる車両への
追突事故が多く発生
（図５）（写真②）

②交通事故の発生
至 宮津

至 網野
追突
130件【65%】

出合頭
33件【16%】

右折 12件【6%】

事故件数
201件/4年

人対車両
13件【7%】

正面衝突
3件【1%】

左折 6件【3%】

車両相互
その他 4件【2%】

図５ 事故類型別事故発生状況(H21～H24)
【並行区間(大宮森本IC～網野IC)】

写真② 国道312号の混雑状況
（店舗への出入り車両で渋滞する車列）

58 63 

98 

31 

0

20

40

60
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(仮)網野～

(仮)峰山弥栄

(仮)峰山弥栄～

(仮)大宮峰山

(仮)大宮峰山～

(仮)大宮森本

(仮)大宮森本～

与謝天橋立

図２ 並行する現道区間の事故発生状況
出典：ITARDAデータ
(H21～H24 の年平均件数)

京都府内の
国道平均

(65件/億台km)

(件/億台km)

図６ 主な観光地を繋ぐ国道の線形不良箇所等

(仮)網野IC

京丹後市

(仮)大宮森本IC

山陰近畿自動車道

開通済区間

事業中区間

未事業化区間

一般国道
(仮)大宮峰山IC

(仮)峰山弥栄IC 宮津市

写真

出典：民間プローブデータ
○期間 H26.8.12～8.17
○時間帯 7:00～19:00

※夏の海水浴シーズンを抽出
※各区間の速度は上記期間の平均値

兵庫県

京都府

与謝天橋立IC

至 網野

至 宮津

(仮)峰山弥栄～
(仮)網野

(仮)大宮峰山～
(仮)峰山弥栄

(仮)大宮森本～
(仮)大宮峰山

与謝天橋立～
(仮)大宮森本

凡 例

主要渋滞箇所(H25)

事故危険箇所(H25.7指定)

死傷事故率[300件/億台㌔以上](H21～H24)

死傷事故率[100件/億台㌔以上](H21～H24)

線形不良区間(曲線半径)(R<100m)

幅員狭小区間(W<5.5m)

災害による全面通行止め(H16～H25)

災害による片側通行止め(H16～H25)

H16台風23号浸水実績
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（参考）当該事業の経緯等

都市計画決定等の状況

H11. 4 ： 4車線、第1種3級、設計速度80km/hで都市計画決定
H18. 12 ： 2車線、第3種2級、設計速度60km/hに都市計画変更
H27. 3 ： 2車線、第1種3級、設計速度80km/hに都市計画変更予定

地域の要望等

H25. 1 ： 山陰近畿自動車道整備促進協議会（鳥取豊岡宮津自動車道整備推進協議会から
名称変更）による山陰近畿自動車道サミットin東京 開催（総決起大会）

H25. 11 ： 京都府知事が国土交通大臣に国直轄による早期事業化を要望
H26. 6 ： 京都府知事が国土交通大臣に直轄権限代行による平成27年度事業化を要望
H26. 11 ： 京都府知事が国土交通大臣に直轄権限代行による平成27年度事業化を要望
H27. 1 ： 山陰近畿自動車道整備促進協議会 東京大会開催

一般国道312号 山陰近畿自動車道（大宮森本～網野）における計画段階評価

４．対策案の検討

対応方針(案)：案①による対策が妥当

【計画概要】
・路線名 ： 山陰近畿自動車道

・区間 ： （仮）大宮森本IC （京丹後市大宮町森本）～（仮）網野IC （京丹後市網野町公庄）

・概略延長 ： 12.5㎞

・車線数 ： 2車線

・設計速度 ： 80㎞/h

・概ねのルート ： 図7 案①の通り

きょうたんご おおみやちょうもりもと きょうたんご あみのちょうぐじょう

評価軸
【案①】バイパス案

（現道からのアクセスを重視したルート）
【案②】バイパス案

(耕作地への影響を配慮したルート)
【案③】現道改良案

（現道拡幅＋バイパス案）

交通渋滞の緩和
(指標：所要時間）

○
現道から交通転換され渋滞区間が緩和

[現況] 33分 → [整備後] 12分
○

現道から交通転換され渋滞区間が緩和
[現況] 33分 → [整備後] 12分

△
大きな渋滞緩和は見られない

[現況] 33分 → [整備後] 21分

走行安全性の向上
（指標：事故危険箇所）

○
バイパスにより、事故危険箇所を回避

[現況] 3箇所 → [整備後] 0箇所
○

バイパスにより、事故危険箇所を回避
[現況] 3箇所 → [整備後] 0箇所

×
通過する事故危険箇所を回避出来ない

[現況] 3箇所 → [整備後] 3箇所

幹線道路の機能確保
（指標：線形不良区間）

○
現道の線形不良箇所等を解消

[現況] 6箇所 → [整備後] 0箇所
○

現道の線形不良箇所等を解消
[現況] 6箇所 → [整備後] 0箇所

○
拡幅に伴う現道改良により線形不良箇所を解消

[現況] 6箇所 → [整備後] 0箇所

幹線道路の機能確保
（指標：災害危険箇所）

○
災害危険箇所を回避し、災害時における道路の
信頼性を確保

[現況] 1箇所 → [整備後] 0箇所
○

災害危険箇所を回避し、災害時における道路の
信頼性を確保

[現況] 1箇所 → [整備後] 0箇所
×

現道整備による災害対策は限界であり、現状以上
の機能確保は困難

[現況] 1箇所 → [整備後] 1箇所

現道からのアクセス △ 現道からのアクセスに優れる × 現道からのアクセスに劣る ○ 現道からのアクセスに最も優れる

事業費 ○ 約420億円 × 約600億円 ○ 約390億円

総合評価 ○ △ ×

土工部 橋梁部
※（ ）内は中小橋

現道拡幅部

【案①・②】 バイパス整備案 標準断面図 【案③】 現道改良案 標準断面図

図7 対策案検討

凡 例

開通区間
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凡 例

主要渋滞箇所(H25)

事故危険箇所(H25.7指定)

死傷事故率[300件/億台㌔以上](H21～H24)

死傷事故率[100件/億台㌔以上](H21～H24)

線形不良区間(曲線半径)(R<100m)

幅員狭小区間(W<5.5m)

災害による全面通行止め(H16～H25)

災害による片側通行止め(H16～H25)

H16台風23号浸水実績
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